
■天候： 曇りのち雷雨 ■ 対

第 2 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

2 2 2 0 0 0 0 0 2 8 9 4

0 0 0 0 4 0 1 0 0 5 6 4

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 右         4 0 0 0 投ゴ 四球 三振 遊ゴ 三振

2 捕         3 1 0 1 四球 死球 二飛 左邪 三ゴ

3 中 投       5 0 1 0 右飛 三失 二ゴ 右安 左邪

4 遊         4 1 1 0 死球 投併 右２ 投飛 三振

5 三         5 2 2 2 中安 投失 三ゴ 右飛 中安

6 二         5 1 0 0 中飛 一失 三邪 投ゴ 遊飛

7 投 中       2 1 1 0 四球 投犠 四球 二ゴ 中安

8 左         5 1 1 0 投ゴ 投飛 投ゴ 右安 三振

9 一         4 1 3 2 左２ 右安 二ゴ 遊安

          

          

          

          

          

          37 8 9 5 9 1
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 三         3 0 1 死球 投ゴ 死球 三ゴ 遊失

2 左         5 1 0 遊ゴ 右飛 捕邪 中安 遊飛

3 投 遊       4 1 2 四球 投直 左安 三振 中失

4 捕         5 0 0 中飛 三振 遊ゴ 中飛 三ゴ

5 遊 投       3 1 1 0 四球 左安 遊ゴ 遊飛

6 一         4 1 1 0 三併 投失 左２ 三振

7 二         3 1 1 0 捕邪 四球 三振 右安

8 右         3 1 0 1 遊ゴ 四球 捕邪 三振

9 中         4 1 1 0 左飛 三飛 三安 二飛

          

          

          

          

          

          34 5 6 4 8 1
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三振 四球 自責氏名 回数 打者 安打

藤　原　広　宣

岩　井　秀　一

和　田　哲　郎

西　村　将太郎

木　岡　力　哉

駒沢硬式野球場 試合 回戦

代表地区出場校名

錦城

佐世保工業

兵庫

西九州・長崎

■バッテリー： ■：投手成績

ポジション 氏名

福　島　寛　生

中　村　　　翼

残塁

水　田　和　宏

栗　原　篤　史

長崎県立佐世保工業高校 兵庫県立錦城高校

■球場： ■試合時間： 6時間47分 ■備考： 4時間25分雷雨中断

■日時： ８月１２日（土）

木　岡　力　哉 31

備考

合計

氏名

吉  山  英  志

4

志  方  大  騎 25 6 3

3

0

投手

木　岡　力　哉

福　島　寛　生

捕手

栗　原　篤　史

ポジション 氏名

備考

志  方  良  輔

太  田  惇  基

志  方  大  騎

山  野  翔  平

赤  城  一  也

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手

志  方  良  輔 太  田  惇  基

1

3 1 5志  方  良  輔 19

安打 三振

福　島　寛　生 9

打者回数

5 3

1 2

四球 自責

0 0

6

増  山  裕  哉

白  石  和  央

志  方  大  騎

併殺

残塁 併殺

新  家  一  輝

錦城

佐世保工業

-22-

先攻の錦城は1回、佐世保工業志方良輔の立ち上がりを攻め、5番和田の適時打により2点を先取する。2回にも相手守備
の乱れを突いてさらに2点を追加。さらに3回、佐世保工業の2連続エラーにより走者一・二塁後、送りバントにより二・三塁。
ここで前の打席に二塁打を打っている9番岩井がライトに適時打を放ち、2点を追加した。一方の佐世保工業は、4回まで錦
城の木岡を捉えることできずに凡打を重ねたが、5回に6番志方大騎の三遊間を抜けるヒットをきっかけに相手エラー・四死
球などを誘い、ここで1点を得る。そして二死になったところで3番志方良輔がレフト前ヒットを放ち、3点を追加して2点差まで
に追い上げる。7回には9番新家が内野安打で出塁後、守備の乱れを誘って１点を追加し、その差１点とした。錦城はリリー
フの志方大騎を捉えることが出来ずに4回の攻撃からは得点板に0点を連ねた。そして8回表が終わったところで雷雨により
4時間を超える試合中断をはさんだ。この長時間の中断後、錦城は先発の木岡から福島にスイッチし8回を0点に抑え、さら
に9回の攻撃では佐世保工業の追撃を振り切るべく2点を加えた。9回裏佐世保工業は雨の影響によるグランドの悪さも手
伝い、2エラーなどで二死一・三塁と反撃のきっかけを掴むかのように思えたが、福島が踏ん張りホームを踏ませずにゲー
ムセットとなった。佐世保工業は、自身の方に向きつつあった試合の流れを雷雨の中断によって失ってしまったのが悔やま
れる。

合計

■戦評


